
 

※学校だよりは、校長が作成しています。 

夏休み中、よろしくお願いします 

 7 月 21 日(金)から 8 月 31 日(木)まで、子どもたちは夏休みとなります。 

 子どもたちはイエーイ(⤴)、親はガーン(⤵)かもしれませんが、自分も来た道です。子

どもたちの気持ちを尊重して過ごさせてやってください。ただ、働いている方は自分の子

どもがどのように家で過ごしているかと心配ですよね。また、家に帰って子どもに文句を

言ったり叱ったりしてしまうのも嫌ですよね。そこで、親子で夏休みの過ごし方について

考えてみてはどうでしょうか。親子で話し合って子どものスケジュールを作り、お互いに

把握しておくのがいいのではないかと思います。ご家庭の事情に応じて取り組んでみてく

ださい。 

 

学級目標の振り返り 

 学期末になりました。4 月に学級目標を立て、新しい気持ちでスタートした子どもたち

でしたが、あの時の思いを行動に移すことができたのでしょうか。そして、自分たちの人

間関係は願ったように成長できたのでしょうか。 

このことを振り返る時間を、各学級が持ちます。まだまだ不十分という結論であって

も、真剣な話し合いができたならば、そのことから 1 学期の確かな成長を感じます。どん

な学級会ができたのか、お子さんに様子を聞いてみてください。 

 どの学級目標も、みんなで考え決めた値打ちのあるものです。飾っておくのではなく、

学期末に、また行事ごとに振り返り、1 年間大切にしてください。 

７月号 
令和５年７月７日 

学級目標 

1年 ： みんなと仲良くできるクラス 

2年 ： みんなで一緒に できることを増やそう 

3年 ： 助け合い 自分もみんなもやさしく大切にできるクラス 

4年 ： みんな仲良くできるクラス 

5年 1組 ： 3つを大切にしよう！ 「人・もの・言葉」 

困った時はほうっておかない／感謝して大切に／気持ちのいい挨拶 

5年 2組 ： 相手のことを考え、問題が起きたら話し合うことができるクラス 

6年 ： みんなが安心のクラス   自分で考える／思いを聴く／＋の声かけ 



体力テストの結果 

学校全体として、昨年より【立ち幅跳び】【反復横跳び】の記録が大きく伸びました。

今年は事前にコツを学んで臨めたことが大きかったのかもしれません。【上体起こし】

【20m シャトルラン】【立ち幅跳び】は、昨年の全国平均と比べてもよい結果でした。【握

力】【ボール投げ】は昨年よりは少し記録が伸びましたが、まだ課題です。【長座体前屈】

は昨年 2 学期に取組を強化したときには記録が伸びましたが、また少し下がってしまいま

した。継続して工夫して、体育の授業で体力向上に取り組んでいきます。 

「体力認定証」を子どもが持ち帰ります。総合評価が出ていますが、それより測定した

８項目のバランスをご覧いただくと、子どもの特徴がつかめると思います。ご家庭でも子

どもと一緒に遊ぶ機会などにご活用ください。 

 

運動会 9 月 23 日（土） 子どもが主役である原点にもどって 

 今年の運動会は、給食ではありません。新型コロナウイルス感染症に対する社会の状況

が変わらなければ、お昼はおうちの方とお弁当を食べてもらう予定です。 

 また、今年も見に来ていただく人数に制限は設けません。種目は、昨年度より 1 つ増や

します。赤組・白組全員で対戦する「全校競技」を復活させます。子どもたちのための種

目だからです。また、今年は 6 年生児童が通学班での登校後余裕をもって朝の係活動（運

動会準備）ができるよう、開会時刻を 15 分遅らせて 9：15 とします。 

4 月から学校行事を平常に戻していく中、運動会のあり方についても教職員で確認しま

した。それは、競技・演技・係活動などすべてにおいて【子どもが主役】であることを考

えてやろうということです。つまり、【子どもが楽しみ、満足している姿】を各場面で想

像してみようということです。 

 徒競走が嫌いな子もいます。否が応でも着順がはっきりします。それでも、自分のベス

トを尽くせるように練習において少しでも楽しめる工夫ができないか、友だちと教え合い

励まし合う工夫はできないかと思います。団体競技も、練習中から子どもたちが夢中にな

って楽しんでほしいなと思います。高学年になるほど子どもたちの考えを聞くことも大事

だろうと思います。子どもたちは、「こんなふうに徒競走の練習をしたい」と考えている

かもしれません。団体競技は練習を通して、接戦になって盛り上がるようにとルールを変

えていくかもしれません。表現は、一糸乱れぬ集団行動をする美しさに感動しますが、子

どもが自由に演技する場面があったとして、そこに生き生きとした子どもの姿があれば同

じく感動します。【見栄え】より【生き生きとした子どもの姿】があるようにすることを

大事に取り組んでいきたいと思います。 

 

※８/１１～１６は校務を休止し、すべての教職員が休暇（１４～１６日）をとります 


